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法
学
部
五
〇
年
の
歩
み
上
條
醇
本
学
は
︑
終
戦
の
翌
年
︑
昭
和
二
一
年
六
月
三
日
に
﹁
山
梨
実
践
女
子
高
等
学
院
﹂
と
し
て
甲
府
市
内
の
松
林
軒
ビ
ル
五
階
に
誕
生
し
た
︒
二
年
後
の
昭
和
二
三
年
に
現
在
の
酒
折
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
︑
総
合
学
園
と
し
て
の
基
礎
を
築
く
事
に
な
る
︒
昭
和
二
六
年
に
は
︑
短
期
大
学
に
食
物
栄
養
科
を
設
置
し
︑
同
二
八
年
に
は
そ
の
後
の
大
学
に
発
展
す
る
法
経
科
が
増
設
さ
れ
た
︒
法
学
部
設
置
申
請
は
昭
和
三
六
年
に
行
わ
れ
︑
昭
和
三
七
年
一
月
に
認
可
さ
れ
た
︒
大
学
設
置
は
︑
本
学
に
と
っ
て
は
大
事
業
で
あ
り
学
園
設
立
当
時
か
ら
の
大
望
で
あ
っ
た
か
ら
︑
設
置
認
可
は
当
時
の
関
係
者
に
と
っ
て
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
喜
び
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
︒
設
置
認
可
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
﹃
山
梨
学
院
大
学
廿
年
史
﹄
と
本
号
の
江
川
孝
雄
名
誉
教
授
に
よ
る
﹁
老
い
耄
れ
の
追
懐
﹂
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
そ
の
後
︑
古
屋
忠
彦
先
生
︵
現
学
長
︶
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で

新
生
山
梨
学
院

を
合
言
葉
に
昭
和
五
一
年
か
ら
大
学
改
革
が
始
ま
っ
た
︒
そ
の
効
果
が
実
を
結
ぶ
の
が
創
立
四
〇
周
年
の
昭
和
六
一
年
頃
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
後
の
発
展
は
さ
ら
に
目
覚
し
い
︒
平
成
三
年
に
は
行
政
学
科
︵
平
成
一
三
年
に
政
治
行
政
学
科
に
名
称
変
更
認
可
︶
を
増
設
し
︑
翌
年
に
は
臨
時
定
員
増
な
ど
も
あ
っ
て
法
学
部
の
定
員
は
五
五
〇
名
に
達
し
た
︒
そ
し
て
︑
行
政
学
科
を
母
体
に
し
た
大
学
院
公
共
政
策
研
究
科
︵
現
社
会
科
学
研
究
科
︶
が
平
成
五
年
に
開
設
さ
れ
︑
続
い
て
法
学
科
を
母
体
と
し
た
法
科
大
学
院
︵
法
務
研
究
科
︶
が
平
成
一
六
年
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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た
︒本
学
部
卒
業
生
の
総
数
︵
累
計
︶
は
︑
平
成
二
五
年
九
月
末
現
在
︑
一
万
五
︑
五
四
七
人
に
上
る
︒
そ
の
多
く
は
民
間
企
業
な
ど
に
就
職
し
て
い
る
と
同
時
に
︑
法
学
部
の
大
き
な
特
徴
は
﹁
公
務
員
の
山
梨
学
院
﹂
と
い
う
看
板
を
事
実
上
背
負
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
︒
当
初
か
ら
山
梨
県
庁
や
甲
府
地
方
裁
判
所
・
甲
府
地
方
検
察
庁
の
職
員
な
ど
公
務
員
と
し
て
就
職
し
た
卒
業
生
が
い
た
が
︑
そ
の
後
大
学
創
立
四
〇
周
年
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
︑
地
方
上
級
職
員
や
市
町
村
職
員
︑
国
家
公
務
員
に
採
用
さ
れ
る
卒
業
生
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
︑
最
近
で
は
警
視
庁
や
各
府
県
の
警
察
官
︑
消
防
職
員
︑
自
衛
官
な
ど
に
も
多
く
の
人
材
も
輩
出
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
法
学
部
創
設
五
〇
周
年
に
当
た
る
平
成
二
四
年
九
月
に
︑
法
学
科
若
手
教
員
の
献
身
的
な
努
力
が
実
を
結
び
二
人
の
卒
業
生
が
本
学
法
科
大
学
院
か
ら
﹁
新
司
法
試
験
﹂
に
合
格
し
た
︒
学
園
運
営
の
柱
と
し
て
︑
昭
和
五
二
年
か
ら
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
ス
タ
ー
ト
︑
さ
ら
に
昭
和
六
〇
年
か
ら
国
際
交
流
の
推
進
が
始
ま
っ
た
︒
こ
の
二
分
野
に
も
法
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
み
︑
多
く
の
成
果
を
上
げ
た
︒
法
学
部
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
は
︑
延
べ
三
〇
人
に
達
し
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
い
る
︒
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
努
力
は
勿
論
で
は
あ
る
が
︑
講
義
や
ゼ
ミ
を
担
当
し
た
教
員
の
助
言
や
協
力
が
あ
っ
て
達
成
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
︒
全
日
本
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
た
選
手
の
中
に
は
︑
卒
業
後
︑
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教
員
と
し
て
後
進
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
︒
大
学
の
国
際
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
昭
和
六
〇
年
以
降
で
あ
る
︒
は
じ
め
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
研
修
旅
行
を
企
画
︑
単
位
化
も
行
い
法
学
部
か
ら
も
多
く
の
学
生
が
参
加
し
た
︒
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
︑
昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
中
国
や
台
湾
か
ら
年
二
～
三
人
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
が
︑
平
成
四
年
︵
一
九
九
二
年
︶
以
降
徐
々
に
拡
大
し
︑
年
に
よ
っ
て
は
一
〇
名
を
越
え
る
程
に
な
っ
た
︒
大
学
は
︑
平
成
五
年
に
中
国
天
津
の
南
開
大
学
︵
周
恩
来
元
総
理
ゆ
か
り
の
大
学
︶
と
の
間
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
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し
た
︒
そ
の
後
︑
天
津
社
会
科
学
院
︑
復
旦
大
学
︵
上
海
市
︶
︑
西
安
交
通
大
学
︑
瀋
陽
体
育
学
院
︵
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
中
国
で
の
重
点
大
学
︶
︑
中
国
人
事
部
人
事
科
学
研
究
院
︑
上
海
人
事
局
人
力
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
北
京
大
学
国
際
関
係
学
院
な
ど
と
も
交
流
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
が
︑
こ
の
交
流
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
い
ず
れ
も
法
学
部
の
教
員
達
で
あ
っ
た
︒
平
成
七
年
以
降
︑
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
︵
現
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
︶
と
中
国
人
事
部
人
事
科
学
研
究
院
と
の
間
で
︑
相
互
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
︑
述
べ
一
〇
〇
名
以
上
の
研
究
者
が
交
流
し
た
︒
ま
た
︑
南
開
大
学
法
学
院
と
復
旦
大
学
法
学
院
と
の
間
で
も
教
員
の
相
互
交
流
が
行
わ
れ
︑
日
本
政
府
か
ら
の
補
助
を
得
て
︑
こ
の
二
大
学
を
中
心
に
二
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
︒
大
学
は
︑
﹁
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学
﹂
を
目
指
し
て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
︑
創
立
五
〇
周
年
を
期
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
︑
地
域
と
の
交
流
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
こ
こ
で
も
︑
初
代
か
ら
現
在
の
永
井
健
夫
セ
ン
タ
ー
長
ま
で
︑
四
人
の
セ
ン
タ
ー
長
を
法
学
部
か
ら
送
り
込
ん
で
い
る
︒
法
学
部
が
行
っ
て
き
た
地
域
交
流
事
業
は
︑
昭
和
六
〇
年
頃
か
ら
活
発
に
な
り
︑
甲
府
市
を
は
じ
め
小
淵
沢
町
︵
現
北
杜
市
小
淵
沢
︶
や
長
野
県
の
岡
谷
市
や
茅
野
市
と
の
間
に
提
携
講
座
を
設
け
︑
教
員
を
派
遣
し
て
き
た
︒
現
在
は
︑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
地
域
交
流
の
中
心
と
な
っ
て
大
学
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
て
︑
法
学
部
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
な
い
が
︑
法
学
部
教
員
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
︒
法
学
部
独
自
の
交
流
事
業
と
し
て
は
︑
昭
和
町
議
会
と
の
提
携
に
よ
る
学
生
参
加
型
ア
ク
テ
ィ
ブ
授
業
や
山
梨
県
市
長
会
と
の
協
定
に
基
づ
く
一
三
市
長
に
よ
る
特
別
講
演
授
業
の
開
催
な
ど
地
域
連
携
の
取
り
組
み
が
あ
る
︒
ま
た
︑
山
梨
県
を
始
め
と
す
る
各
公
共
機
関
が
行
う
研
修
や
講
習
会
に
︑
講
師
と
し
て
法
学
部
か
ら
多
く
の
教
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
︒
公
的
機
関
の
役
員
︵
理
事
・
評
議
員
︶
︑
国
や
地
方
公
共
団
体
の
審
議
会
等
委
員
︑
裁
判
所
の
調
停
委
員
な
ど
を
務
め
る
法
学
部
教
員
も
数
多
く
︑
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
は
じ
め
︑
社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
り
組
み
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
︒
法
学
部
は
設
置
か
ら
半
世
紀
を
過
ぎ
︑
次
の
五
〇
年
を
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
法
学
部
の
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置
か
れ
た
現
状
は
︑
極
め
て
厳
し
い
︒
一
八
歳
人
口
の
減
少
と
高
校
生
の
法
学
部
離
れ
︑
さ
ら
に
法
科
大
学
院
の
不
安
定
な
状
況
な
ど
逆
風
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
法
学
部
の
五
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
︑
本
学
全
体
に
占
め
る
法
学
部
の
役
割
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
人
的
資
源
の
供
給
や
安
定
し
た
授
業
料
収
入
の
継
続
を
通
じ
て
︑
大
学
の
屋
台
骨
を
支
え
て
来
た
と
い
っ
て
も
︑
決
し
て
過
言
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
︒
我
々
法
学
部
の
構
成
員
に
︑
引
き
続
き
こ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
︑
も
は
や
﹁
宿
命
﹂
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
︒
﹁
頑
張
ろ
う
︑
東
北
﹂
で
は
な
い
が
︑
﹁
頑
張
ろ
う
︑
法
学
部
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
は
︑
法
学
部
創
設
以
来
留
ま
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
が
︑
来
年
度
か
ら
新
し
く
﹁
特
別
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
が
法
学
部
を
中
心
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
法
曹
や
公
務
員
︵
国
家
公
務
員
試
験
・
地
方
上
級
公
務
員
試
験
等
︶
を
目
指
す
学
生
を
特
別
に
サ
ポ
ー
ト
し
︑
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
︒
こ
の
試
み
が
定
着
し
︑
一
つ
の
起
爆
剤
と
な
っ
て
法
学
部
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︒
最
後
に
︑
こ
れ
ま
で
の
法
学
部
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
︑
﹁
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学
﹂
の
中
核
学
部
と
し
て
︑
教
育
︑
研
究
︑
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で
き
た
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
︒
そ
の
中
で
築
い
て
き
た
多
様
な
資
産
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
︑
こ
れ
か
ら
は
︑
そ
れ
ら
を
更
に
発
展
さ
せ
て
﹁
地
域
社
会
の
中
核
﹂
︵
C
e
n
te
r
o
f
C
o
m
m
u
n
ity
︶
と
し
て
の
大
学
・
学
部
と
し
て
圧
倒
的
な
存
在
感
を
再
構
築
し
て
い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
る
︒
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法
学
部
略
年
表
昭
和
二
八
年
短
期
大
学
法
経
科
︵
法
学
部
の
前
身
︶
設
置
認
可
昭
和
三
七
年
法
学
部
法
学
科
設
置
認
可
︵
定
員
一
〇
〇
︶
昭
和
三
八
年
定
員
変
更
認
可
︵
定
員
一
六
〇
︶
昭
和
三
九
年
教
職
課
程
設
置
認
可
昭
和
四
〇
年
教
職
課
程
︵
聴
講
生
︶
設
置
認
可
昭
和
四
五
年
学
生
募
集
停
止
︵
学
園
紛
争
に
よ
る
︶
昭
和
五
八
年
定
員
変
更
認
可
︵
定
員
二
四
〇
︶
昭
和
五
八
年
社
会
科
学
研
究
所
開
設
平
成
二
年
行
政
学
科
設
置
認
可
︵
定
員
一
五
〇
︶
平
成
二
年
行
政
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
平
成
四
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
三
五
〇
︶
行
政
学
科
︵
定
員
二
〇
〇
︶
平
成
四
年
法
学
部
創
設
三
〇
周
年
事
業
を
行
う
平
成
七
年
大
学
院
公
共
政
策
研
究
科
設
置
認
可
平
成
一
二
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
三
三
四
︶
行
政
学
科
︵
定
員
一
九
〇
︶
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平
成
一
二
年
大
学
院
研
究
科
の
名
称
変
更
認
可
︵
公
共
政
策
研
究
科
を
社
会
科
学
研
究
科
に
︶
平
成
一
三
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
三
一
八
︶
行
政
学
科
︵
定
員
一
八
〇
︶
平
成
一
三
年
学
科
の
名
称
変
更
認
可
︵
行
政
学
科
を
政
治
行
政
学
科
に
︶
平
成
一
四
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
三
〇
二
︶
政
治
行
政
学
科
︵
定
員
一
七
〇
︶
平
成
一
五
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
二
八
六
︶
政
治
行
政
学
科
︵
定
員
一
六
〇
︶
平
成
一
五
年
大
学
院
法
務
研
究
科
︵
法
科
大
学
院
︶
設
置
認
可
平
成
一
六
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
二
七
〇
︶
政
治
行
政
学
科
︵
定
員
一
五
〇
︶
平
成
一
七
年
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
平
成
一
八
年
定
員
変
更
認
可
法
学
科
︵
定
員
二
五
〇
︶
政
治
行
政
学
科
︵
定
員
一
七
〇
︶
平
成
二
四
年
法
学
部
創
設
五
〇
周
年
事
業
を
行
う
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刊
行
物
一
覧
︻
書
籍
︼
平
成
一
二
年
﹃
正
解
を
見
つ
け
た
大
学
﹄
古
屋
忠
彦
著
︵
倉
田
卓
次
講
演
録
﹁
損
害
賠
償
法
理
の
展
開
﹂
収
録
︶
山
梨
学
院
バ
ー
ド
新
書
平
成
一
三
年
﹃
生
き
る
こ
と
︑
学
ぶ
こ
と
﹄
中
坊
公
平
著
山
梨
学
院
バ
ー
ド
新
書
平
成
一
四
年
﹃
変
革
の
時
代
に
お
け
る
政
治
行
政
﹄
山
梨
学
院
大
学
政
治
行
政
研
究
会
山
梨
日
日
新
聞
社
平
成
二
〇
年
﹃
入
門
政
治
行
政
﹄
山
梨
学
院
大
学
政
治
行
政
研
究
会
公
人
の
友
社
︿
Ｙ
Ｇ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
及
び
Ｙ
Ｇ
Ｕ
現
代
行
政
叢
書
﹀
平
成
三
年
第

集
﹃
公
務
員
行
政
研
修
の
あ
り
方
﹄
第
一
法
規
出
版
平
成
四
年
第

集
﹃
政
策
研
究
と
公
務
員
教
育
﹄
第
一
法
規
出
版
平
成
四
年
第

集
﹃
政
策
課
題
と
研
修
﹄
第
一
法
規
出
版
平
成
五
年
第

集
﹃
政
策
形
成
の
課
題
と
実
際
﹄
第
一
法
規
出
版
平
成
七
年
第

集
﹃
地
方
分
権
と
自
治
体
改
革
の
課
題
﹄
第
一
法
規
出
版
平
成
八
年
第

集
﹃
地
方
分
権
と
地
域
政
治
﹄
第
一
法
規
出
版
平
成
九
年
第

集
﹃
行
政
の
透
明
性
﹄
第
一
法
規
出
版
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平
成
一
二
年
Ｙ
Ｇ
Ｕ
現
代
行
政
叢
書
︵
一
︶
﹃
市
民
活
動
の
展
開
と
行
政
﹄
中
央
法
規
出
版
平
成
一
三
年
Ｙ
Ｇ
Ｕ
現
代
行
政
叢
書
︵
二
︶
﹃
広
域
行
政
の
諸
相
﹄
中
央
法
規
出
版
︻
紀
要
︼
昭
和
三
二
年
～
昭
和
三
七
年
﹃
法
経
研
究
﹄
第
一
巻
一
号
︵
昭
和
三
二
年
︶
～
第
六
巻
一
号
︵
昭
和
三
七
年
︶
短
期
大
学
法
経
研
究
会
昭
和
三
八
年
～
昭
和
五
六
年
﹃
法
経
研
究
﹄
第
七
巻
︵
昭
和
三
八
年
︶
︑
第
八
巻
︵
昭
和
三
八
年
︶
︑
第
九
巻
・
廿
周
年
記
念
号
︵
昭
和
四
二
年
︶
︑
第
一
〇
巻
︵
昭
和
四
六
年
︶
︑
第
一
一
巻
︵
昭
和
五
三
年
︶
︑
第
一
二
巻
︵
昭
和
五
六
年
︶
大
学
法
経
研
究
会
昭
和
五
三
年
～
現
在
﹃
法
学
論
集
﹄
第
一
号
創
刊
号
︵
昭
和
五
三
年
︶
・
・
・
第
二
四
号
法
学
部
創
設
三
〇
周
年
記
念
号
︵
平
成
四
年
︶
・
・
・
～
第
七
一
号
︵
平
成
二
五
年
︶
法
学
研
究
会
︻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
連
︼
平
成
五
年
﹃
政
策
と
公
務
研
修
﹄
良
書
普
及
会
平
成
七
年
﹃
行
政
改
革
を
考
え
る
﹄
公
人
の
友
社
平
成
八
年
﹃
上
流
文
化
圏
か
ら
の
挑
戦
﹄
公
人
の
友
社
平
成
九
年
﹃
分
権
段
階
の
自
治
体
と
政
策
法
務
﹄
公
人
の
友
社
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平
成
一
〇
年
﹃
分
権
化
時
代
の
広
域
行
政
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
一
年
﹃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
展
と
自
治
体
の
役
割
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
一
年
﹃
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
商
法
を
中
心
と
し
た
法
体
系
整
備
の
原
状
と
課
題
﹄
上
海
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
論
文
集
平
成
一
二
年
﹃
男
女
平
等
社
会
の
実
現
と
自
治
体
の
役
割
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
四
年
﹃
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
あ
り
方
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
五
年
﹃
町
村
議
会
の
活
性
化
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
六
年
﹃
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
七
年
﹃
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
潮
流
﹄
公
人
の
友
社
平
成
一
八
年
﹃
中
国
︑
法
治
社
会
へ
の
転
換
﹄
中
国
に
お
け
る
法
治
社
会
構
築
に
向
け
て
の
日
中
共
同
研
究
報
告
書
平
成
一
九
年
﹃
日
露
戦
争
と
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
﹄
山
梨
学
院
創
立
六
〇
周
年
記
念
誌
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歴代学部長学科長
◆1962年度（昭和37年度）〜2013年度（平成25年度）
（昭和40年度）
（昭和39年度）
№
（昭和38年度）
（昭和37年度）
対象年度 政治行政学科長
柳川 昌勝
（昭和50年度）
（昭和49年度）
（昭和48年度）
1962年度1
（昭和47年度）
（昭和46年度）
（昭和45年度）
法学部長 法学科長
（昭和44年度）
（昭和43年度）
（昭和42年度）
（昭和41年度）
柳川 昌勝
（昭和56年度）
（昭和55年度）
（昭和54年度）
1964年度3
柳川 昌勝
（昭和53年度）
（昭和52年度）
（昭和51年度）
1963年度2
柳川 昌勝
（昭和62年度）
（昭和61年度）
（昭和60年度）
1966年度5
柳川 昌勝
（昭和59年度）
（昭和58年度）
（昭和57年度）
1965年度4
柳川 昌勝1968年度7
柳川 昌勝
（昭和63年度）
1967年度6
古屋 眞一1970年度9
柳川 昌勝1969年度8
古屋 眞一1971年度10
久保木 康晴1973年度12
久保木 康晴1972年度11
久保木 康晴1975年度14
久保木 康晴1974年度13
上遠野 重司1977年度16
上遠野 重司1976年度15
上遠野 重司1979年度18
上遠野 重司1978年度17
栗原 敏夫1981年度20
栗原 敏夫1980年度19
井上 史文1983年度22
井上 史文1982年度21
江川 孝雄1985年度24
江川 孝雄1984年度23
石原 喜文石原 喜文1987年度26
石原 喜文1986年度25
石原 喜文石原 喜文1988年度27
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※「行政学科」は、2002年度（平成14年度）に学科名称を「政治行政学科」に変更
（平成13年度）
（平成12年度）
江口 清三郎
（平成11年度）
中川 良延我部 政男（平成10年度）1998年度37
石原 喜文
（平成23年度）
（平成22年度）
（平成21年度）
石原 喜文（平成年度）
（平成20年度）
（平成19年度）
（平成18年度）
1989年度28
（平成17年度）
（平成16年度）
（平成15年度）
（平成14年度）
小野寺 規夫我部 政男
茂野 隆晴河中 二講（平成年度）
2000年度39
江口 清三郎中川 良延我部 政男
1990年度
（平成25年度）
（平成24年度）
1999年度38
29
小野寺 規夫江口 清三郎
茂野 隆晴河中 二講（平成年度）
2002年度41
江口 清三郎小野寺 規夫我部 政男
1991年度30
2001年度40
江口 清三郎
茂野 隆晴茂野 隆晴
相原 一介河中 二講（平成年度）
2004年度43
日髙 昭夫小野寺 規夫江口 清三郎
1992年度31
河中 二講
2003年度42
日髙 昭夫
上條 醇上條 醇
相原 一介河中 二講（平成年度）
2006年度45
日髙 昭夫茂野 隆晴茂野 隆晴
1993年度32
河中 二講
2005年度44
日髙 昭夫
上條 醇上條 醇
椎名 愼太郎（平成年度）1995年度
2007年度46
34
河中 二講安里 全勝椎名 愼太郎（平成年度）1994年度33
河中 二講
日髙 昭夫
上條 醇上條 醇
椎名 愼太郎（平成年度）1996年度
2009年度48
日髙 昭夫上條 醇上條 醇
35
椎名 愼太郎安里 全勝
2008年度47
日髙 昭夫
金子 大日髙 昭夫
椎名 愼太郎（平成年度）1997年度
2011年度50
日髙 昭夫金子 大日髙 昭夫
36
我部 政男上條 醇
2010年度49
日髙 昭夫
金子 大日高 昭夫2013年度52
丸山 正次金子 大日髙 昭夫
我部 政男上條 醇
2012年度51
日髙 昭夫
丸山 正次
